
特
集
・
市
民
と
健
康
④

栄
養
か
ら
み
た
横
浜
市
民
の
健
康

田
沼
順
子

は
じ
め
に

　
衣
、
食
、
住
の
中
で
最
も
健
康
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
の
は
食
で
あ
る
。

　
食
生
活
が
こ
の
よ
う
に
、
健
康
と
深
い
か
か

お
り
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
遠
い
昔
、
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
に
す
で
に
、
医
聖
と
い
わ
れ

た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
説
い
て
い
た
と
い
わ
れ
て

お
り
、
ま
た
今
日
、
よ
く
使
わ
れ
る
医
食
同
源

と
い
う
言
葉
も
、
食
生
活
が
健
康
に
及
ぼ
す
重

要
性
を
端
的
に
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
古
来
か
ら
人
間
は
、
不
老
不
死
を
願
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
到
底
望
む
べ
く

も
な
く
、
人
生
わ
ず
か
五
〇
年
と
い
わ
れ
た
時

代
も
、
つ
い
先
頃
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
短
命
で
あ
っ
た
日
本
人
の
平
均

寿
命
も
、
戦
後
三
〇
年
の
間
に
驚
異
的
に
延
び

て
、
今
や
世
界
の
ト
ッ
プ
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
男
七
三
・
四
六
歳
で

「
世
界
一
」
、
女
七
八
・
八
九
歳
で
「
世
界
二
」

（
厚
生
省
統
計
情
報
部
）
と
な
り
、
正
に
隔
世

の
感
が
す
る
。

　
ち
な
み
に
国
際
比
較
を
み
る
と
、
長
寿
国
の

順
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
男
七
三
・
四
歳
、
女
七

九
・
三
歳
（
一
九
七
七
－
八
年
）
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
男
七
二
・
三
七
歳
、
女
七
八
・
五
〇
歳

（
一
九
七
七
年
）
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
男
七
二
・
三

一
歳
、
女
七
八
・
六
五
歳
（
一
九
七
七
－
八
年
）

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
（
白
人
）
男
六
九
・
七
歳
、

女
七
七
・
三
歳
（
一
九
七
六
年
）
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
ウ
ェ
ー
ル
ズ
男
六
九
・
六
二
歳
、
女
七
五

・
八
二
歳
（
一
九
七
四
―
六
年
）
で
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
直
後
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
及

び
死
亡
率
は
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
浅
か
に
悪
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
衆
衛
生
や
医
療
技

術
の
進
歩
、
生
活
水
準
の
向
上
等
に
よ
り
、
平

均
寿
命
の
延
び
は
著
し
く
、
戦
後
の
三
〇
年
と

い
う
短
か
い
期
間
に
達
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
平
均
寿
命
が
世
界
一
に
な
っ
た
現

在
、
な
お
公
衆
衛
生
上
改
善
す
べ
き
問
題
は
多

く
、
栄
養
面
か
ら
み
る
と
、
例
え
ば
甘
い
菓
子

類
の
取
り
過
ぎ
や
不
規
則
な
食
習
慣
に
よ
る
幼

児
の
む
し
歯
、
栄
養
や
運
動
等
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
に
よ
る
学
童
の
肥
満
、
骨
折
、
ま
た
食
生
活
と

か
か
お
り
の
深
い
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
心
疾
患
等

の
成
人
病
の
蔓
延
や
肥
満
、
貧
血
等
で
あ
り
、

〝
予
防
は
治
療
に
ま
さ
る
″
の
た
と
え
に
よ
り

そ
の
対
策
は
よ
り
推
進
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
―
は
じ
め
に

二
―
動
物
性
た
ん
白
質
と
脂
肪
は

　
　
　
増
加
―
国
民
栄
養
調
査

三
―
栄
養
調
査
か
ら
み
た
食
物

　
　
　
消
費
構
造

四
―
成
人
病
の
増
加

五
―
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の

　
　
手
で

六
―
集
団
給
食
施
設
指
導

七
―
こ
れ
か
ら
の
栄
養
改
善

動
物
性
た
ん
白
質
と
脂
肪
は

増
加
―
国
民
栄
養
調
査

　
終
戦
後
の
昭
和
二
十
年
に
国
民
栄
養
調
査

は
、
占
領
軍
最
高
司
令
官
か
ら
日
本
政
府
に
あ

て
だ
「
一
般
住
民
の
栄
養
調
査
を
実
施
す
べ
き
」

旨
の
指
令
に
基
づ
き
始
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
調
査
は
現
在
も
毎
年
標
本
抽
出
法
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
国
民
の
栄
養
摂
取
の

状
況
や
体
位
、
血
圧
、
皮
下
脂
肪
厚
な
ど
の
身

体
状
況
、
食
生
活
状
況
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

　
昭
和
五
十
三
年
度
国
民
栄
養
調
査
（
全
国
平

均
）
結
果
を
み
る
と
、
栄
養
素
摂
取
量
は
着
実

に
伸
び
て
い
る
が
、
年
次
推
移
で
み
る
と
最
近

の
数
年
間
は
特
に
目
立
っ
た
増
減
は
み
ら
れ
な
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い
（
表
―
１
、
図
―
１
）
。

　
同
じ
よ
う
に
本
市
に
お
け
る
結
果
を
み
る

と
、
乳
、
乳
製
品
の
摂
取
が
増
え
た
た
め
カ
ル

シ
ウ
ム
は
伸
び
た
が
、
緑
黄
色
野
菜
の
摂
取
は

極
端
に
低
く
、
次
い
で
そ
の
他
野
菜
、
米
等
が

減
少
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
（
表
―
２
、
図
―
２
）
。

　
し
か
し
現
在
に
至
る
ま
で
の
栄
養
素
摂
取
量

の
改
善
の
う
ち
で
、
最
も
著
し
い
の
は
動
物
性

た
ん
白
質
と
脂
肪
で
あ
る
。
動
物
性
た
ん
白
質

の
総
た
ん
白
質
に
対
す
る
割
合
は
、
昭
和
三
十

表－1　栄養素摂取量の年次推移　全国平均（１人日当たり各年11月）

五
年
で
は
三
五
・
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
昭

和
五
十
三
年
で
は
ほ
ぼ
五
〇
％
に
も
達
し
て
い

る
（
図
―
３
）
。

　
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
に
お
い
て
も
、
最
も
多

か
っ
た
糖
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
が
、
昭
和
三
十
年

の
七
九
・
八
％
か
ら
昭
和
五
十
三
年
の
六
二
・

五
％
に
低
下
し
、
著
し
く
増
加
し
た
の
は
脂
肪

エ
ネ
ル
ギ
ー
比
で
、
昭
和
三
十
年
七
・
五
％
か

ら
昭
和
五
十
三
年
に
は
二
二
・
七
％
と
大
幅
に

伸
び
て
い
る
（
図
―
４
）
。

　
な
お
脂
肪
を
種
類
別
に
み
る
と
、
動
物
性
油

脂
と
植
物
性
油
の
摂
取
率
は
、
こ
こ
数
年
一
対

一
（
全
国
平
均
）
だ
が
、
本
市
の
場
合
は
動
物

性
脂
肪
の
方
が
多
い
。
成
人
病
予
防
の
観
点
か

ら
は
、
昭
和
五
十
四
年
改
定
日
本
人
の
栄
養
所

要
量
の
答
申
で
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
動
物

表－２　栄養素摂取量の年次推移　横浜市平均（各年11月）

図一１　食品別摂取量の推移図一２　食品群別摂取量の推移

性
油
脂
よ
り
植
物
性
油
の
割
合
を
多
く
取
る
こ

と
が
望
ま
し
く
、
摂
取
目
標
は
動
物
性
油
脂
一

に
対
し
植
物
性
油
二
に
改
善
し
た
い
（
図
―
５
）
。

　
次
ぎ
に
十
大
都
市
と
本
市
の
摂
取
量
を
比
較

し
て
み
る
と
、
栄
養
素
摂
取
量
（
昭
和
五
十
四

年
度
）
で
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
が
少
な
い
。
本

26調査季報67―80. 9



図一５　脂肪の食品群別摂取構成 図一４ 脂肪，たん白質，糖質別

エネルギー比

表－4　食品群別摂取量（1人１日当たり：ｇ）

図一６　栄養素等摂取量と調査対象の平均

　　　　栄養所要量の比較

27

図一３　たん白質の食品群別
　　　　摂取構成

表－３　栄養素等摂取量（1人１日当たり）

表― 5　栄養素等摂取量と調査対象の平均栄養所要量の比較
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市
に
お
け
る
食
生
活
の
特
徴
は
全
国
ま
た
は
十

大
都
市
と
比
べ
て
、
動
物
性
た
ん
白
質
比
が
五

二
・
九
％
と
高
く
、
穀
類
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
が
四

一
・
二
％
と
低
い
こ
と
で
あ
る
（
表
―
３
）
。

　
ま
た
食
品
群
別
摂
取
量
で
み
る
と
、
十
大
都

市
に
比
べ
多
く
摂
取
し
て
い
る
食
品
は
菓
子
、

油
脂
、
い
も
、
豆
、
肉
類
お
よ
び
乳
・
乳
製
品

で
あ
り
、
栄
養
的
に
は
是
非
取
り
た
い
緑
黄
色

野
菜
の
摂
取
が
著
し
く
少
な
い
こ
と
で
あ
る

　
（
表
―
４
）
。

　
な
お
本
市
昭
和
五
十
三
年
の
摂
取
量
と
十
大

都
市
の
調
査
対
象
の
平
均
所
要
量
と
、
さ
ら
に

昭
和
三
十
年
全
国
平
均
と
比
較
し
た
の
が
表
―

５
で
あ
り
、
増
加
の
著
し
い
の
は
脂
肪
で
次
い

で
た
ん
白
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
類
で

あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
全
国
平
均
と
比
較
し
た
の

が
図
―
６
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
横
浜
市
民
の
栄

養
素
摂
取
量
は
高
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
栄
養
状
態
は
平
均
的
に
は
改

善
さ
れ
た
が
、
各
世
帯
や
個
人
に
つ
い
て
み
る

と
そ
の
格
差
は
大
き
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰

摂
取
等
に
よ
る
肥
満
や
、
片
寄
っ
た
栄
養
素
摂

取
に
よ
る
疾
病
等
が
新
た
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

三

栄
養
調
査
か
ら
み
た

食
物
消
費
構
造

　
日
常
の
市
民
の
食
生
活
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
食
品
が
多
く
取
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
献
立

に
な
っ
て
い
る
か
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
か

ら
、
食
品
の
摂
取
状
況
の
関
係
に
は
補
完
関
係

と
競
合
関
係
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ

れ
ら
を
捕
え
る
方
法
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る

が
こ
こ
で
は
そ
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
相
関
係

数
を
用
い
て
各
食
品
の
相
関
関
係
を
把
握
し
、

因子分析結果の平面表示図一７

表－6　21食品群間の相関行列一朝食

食
品
の
食
べ
ら
れ
る
仕
組
み
を
量
的
関
連
に
つ

い
て
調
べ
て
み
た
。

①
―
朝
食
は
米
型
・
麦
型

　
表
―
６
は
、
朝
食
に
お
け
る
食
品
群
間
の
相

関
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
米
は
．
豆
、
漬
物
、

図一８　因子分析結果の平面表示

海
草
、
魚
介
と
各
々
正
の
相
関
を
も
ち
、
一
方

麦
、
油
脂
、
果
物
と
は
負
の
相
関
関
係
を
も
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
米
と
麦
と
は
競
合
関
係

に
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
朝

食
が
米
を
代
表
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
麦
を
代
表

す
る
グ
ル
ー
プ
と
が
よ
り
は
っ
き
り
し
た
パ
タ

表－7　21食品群間の相関行列－タ食

28
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て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
夕
食
の
主
食
は
殆
ん
ど

が
肉
と
魚
が
軸
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
以
上
に
よ
り
食
品
の
取
り
方
や
献
立
の
た

て
方
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
結
果
が
得
ら
れ

た
。

成
人
病
の
増
加

ー
ン
で
表
わ
れ
て
い
て
、
よ
り
明
確
な
米
型
と

麦
型
に
分
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
は
伝
統
型
、
近
代
型
を
表
わ
す
と
い
っ

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
相
関
関
係
か
ら
全

休
を
代
表
す
る
主
な
因
子
を
ひ
き
だ
し
て
い
く

方
法
が
因
子
分
析
で
あ
る
（
図
―
７
）
。

　
各
食
品
群
の
第
一
因
子
と
第
二
因
子
は
構
造

ベ
ク
ト
ル
を
示
し
て
お
り
、
絶
対
値
が
一
に
近

い
ほ
ど
食
品
群
の
各
因
子
に
対
す
る
影
響
が
強

い
こ
と
を
示
し
、
こ
れ
を
み
て
も
米
型
麦
型
は

明
確
で
あ
る
。
献
立
で
は
ご
飯
、
み
そ
汁
、
漬

物
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
比
較
的
若
い
年
代
に
多

く
、
パ
ン
コ
ー
ヒ
ー
、
果
物
と
い
う
パ
タ
ー
ン

は
比
較
的
高
年
齢
層
に
多
く
み
ら
れ
た
。

②
―
夕
食
は
肉
、
魚
が
主

　
朝
食
と
同
様
の
方
法
で
夕
食
を
分
析
し
て
み

る
と
、
夕
食
は
米
、
麦
が
主
で
は
な
く
む
し
ろ

肉
、
魚
が
主
た
る
因
子
で
あ
る
。

　
肉
は
淡
色
野
菜
、
果
実
、
油
脂
、
塩
、
調
味

料
等
と
正
相
関
が
あ
り
、
摂
取
量
、
頻
度
共
朝

食
よ
り
断
然
多
く
、
夕
食
に
お
け
る
肉
の
役
割

が
か
な
り
多
彩
で
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
肉
と
魚
と
は
負
の
相
関
を
も
つ
。
こ
の

こ
と
は
夕
食
に
肉
と
生
鮮
魚
介
類
を
一
緒
に
取

る
こ
と
は
少
な
い
と
み
ら
れ
る
（
表
―
７
、
図
―

８
）
。

　
牛
乳
、
乳
製
品
は
朝
食
の
パ
ン
食
に
は
余
り

使
わ
れ
ず
、
単
独
に
飲
用
す
る
か
ま
た
は
夕
食

で
シ
チ
ュ
ー
、
グ
ラ
タ
ン
等
料
理
に
使
用
さ
れ

　
我
が
国
の
死
亡
率
は
近
年
急
速
に
低
下
し
、

平
均
寿
命
は
延
長
し
た
。
そ
の
大
き
な
要
因
は

ま
ず
小
児
に
お
け
る
栄
養
不
足
に
よ
る
死
亡
の

減
少
、
次
ぎ
に
青
壮
年
に
お
け
る
結
核
を
主
と

す
る
感
染
症
に
よ
る
死
亡
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
う
し
て
死
亡
率
が
低
下
す
る
と
と
も
に

寿
命
は
延
長
し
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

長
寿
国
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
人
口
の
老

齢
化
は
急
速
に
進
ん
で
、
医
学
の
新
し
い
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
の
中
で
健
康
で

図一９　年齢階級年次別受療率(人口10万対)

幸
福
な
老
年
期
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
老
人
は

何
人
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
人
間
は
加
齢
に
伴
い
種
々
の
病
気
に
か
か
り

や
す
く
な
る
。
加
齢
に
関
係
し
た
病
気
を
成
人

病
と
よ
び
、
成
人
病
と
い
わ
れ
る
病
気
を
あ
げ

て
み
る
と
、

(
１
)
　
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
そ
れ
に
伴
う
高
血

圧
性
心
疾
患
、
虚
血
性
心
疾
患
（
心
筋
梗
塞
、

狭
心
症
）
、
脳
血
管
疾
患
（
脳
出
血
、
脳
梗
塞
）

な
ど
の
心
臓
血
管
病

(
２
)
　
糖
尿
病
、
痛
風
な
ど
の
代
謝
病

な
ど
で
あ
り
最
近
に
お
け
る
こ
れ
ら
疾
患
の
増

加
は
、
受
診
率
の
変
遷
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ

る
（
図
―
９
）
。

　
し
か
も
こ
れ
ら
成
人
病
の
増
加
は
、
単
に
老

表－8　高血圧予防教室カリキュラム

年
者
の
比
率
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
だ
け
で

は
な
く
、
さ
ら
に
文
明
生
活
が
こ
れ
を
促
進
助

長
し
て
い
る
。
即
ち
、
栄
養
過
剰
、
運
動
不

足
、
ス
ト
レ
ス
の
増
加
等
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
成
人
病
対
策
の
一
つ
と
し
て
保
健
所

に
お
い
て
。
高
血
圧
予
防
教
室
、
糖
尿
病
教
室
、

肥
満
教
室
、
貧
血
予
防
教
室
等
を
開
催
し
て
地

区
住
民
の
健
康
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
高
血
圧
予
防
教
室
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①
―
高
血
圧
予
防
教
室
に
つ
い
て

　
高
血
圧
予
防
教
室
は
、
保
健
所
に
お
い
て
一

般
住
民
や
、
住
民
検
診
後
の
要
注
意
者
、
要
治

療
者
等
を
対
象
に
し
て
実
施
し
て
い
る
が
、
そ

の
対
象
者
の
中
か
ら
一
三
六
人
（
男
二
一
人
、

調査季報67 80. 9

四

29



女
一
一
五
人
）
に
つ
き
、
生
活
状
況
及
び
食
生

活
の
調
査
を
し
た
の
で
、
そ
の
一
端
を
述
べ
て

み
る
。

　
教
室
の
概
要
は
表
―
８
の
と
お
り
で
あ
る
。

対
象
者
の
年
代
は
表
―
９
に
示
す
と
お
り
四
○

歳
代
が
最
も
多
く
、
次
い
で
五
〇
歳
代
、
三
〇

歳
代
、
六
〇
歳
代
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
二
〇

歳
代
、
七
〇
歳
以
上
が
同
数
で
あ
る
。

　
仕
事
の
内
容
は
、
家
事
従
事
者
が
一
〇
二
人

（
七
五
％
と
多
く
、
常
川
勤
労
者
、
パ
ー
ト
の

表―11　自覚症状ありの内訳
　　　　(119人)

図―10　診断されたきっかけ図一11　自覚症状図一12　治療状況

か
ら
関
連
職
種
の
連
携
に
よ
り
当
教
室
を
強
化

充
実
し
て
い
き
た
い
。

順
で
あ
る
（
表
―
1
0
）
。

　
受
講
者
が
は
じ
め
て
高
血
圧
と
診
断
さ
れ
た

の
は
、
保
健
所
検
診
七
七
人
（
五
七
％
）
が
最

も
多
く
、
次
い
で
医
療
機
関
で
診
断
さ
れ
た
人

三
二
人
（
二
三
％
）
、
事
業
所
検
診
一
四
人
（
一

〇
％
）
、
そ
の
他
九
％
、
不
明
一
％
で
あ
る
（
図

－
1
0
）
。
現
在
の
自
覚
症
状
で
は
「
あ
り
」
一
一

九
人
（
八
八
％
）
、
「
な
し
」
一
七
人
（
一
二
％
）

で
、
自
覚
症
状
「
あ
り
」
の
内
訳
は
、
肩
こ
り

頭
痛
、
め
ま
い
、
し
び
れ
、
動
悸
、
息
切
れ
、

耳
な
り
、
胸
部
圧
迫
感
、
そ
の
他
の
順
で
あ
っ

た
（
図
―
1
1
、
表
―
1
1
）
。
既
応
症
に
つ
い
て
は

「
あ
り
」
が
九
二
人
（
六
七
・
六
％
）
、
「
な

し
」
が
四
囚
人
（
三
二
・
四
％
）
で
、
「
あ
り
」

の
内
訳
は
、
高
血
圧
症
が
最
も
多
く
、
そ
の
他

腎
臓
病
、
心
臓
病
、
肝
臓
病
、
結
核
。
妊
娠
中
毒

症
等
で
高
血
圧
と
の
関
係
あ
る
も
の
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
受
講
者
の
治
療
状
況
を
み
る
と
「
治

療
な
し
」
が
最
も
多
く
、
更
に
治
療
し
て
い
て

も
「
薬
な
し
」
の
人
と
合
わ
せ
る
と
七
九
人

　
（
五
八
％
）
に
も
お
よ
び
、
こ
の
こ
と
は
保
健

所
に
お
け
る
適
切
な
指
導
を
必
要
と
し
て
い
る

対
象
で
あ
り
、
保
健
所
の
役
割
の
重
要
性
が
う

か
が
わ
れ
る
　
（
図
―
1
2
）
。
生
活
状
況
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
食
事
睡
眠
と
も
規
則
正
し
い
生
活

を
し
て
い
る
人
が
多
い
。
日
常
の
運
動
は
六
四

％
の
人
が
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
運
動
の
内
訳

は
歩
く
が
最
も
多
く
、
次
い
で
ラ
ジ
オ
体
操
、

な
わ
と
び
等
で
あ
る
。
以
上
の
と
お
り
教
室
受

講
者
の
実
態
把
握
を
行
い
、
公
衆
衛
生
の
立
場

私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の

手
で

30調査季報67 80. 9

　
健
全
な
社
会
、
豊
か
な
家
庭
は
、
個
人
個
人

の
肉
体
的
精
神
的
な
健
康
さ
か
ら
生
れ
て
く
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
横
浜
市
食
生
活
等

改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
は
、
食
生
活
の
改

善
を
通
じ
て
自
分
お
よ
び
家
族
の
み
な
ら
ず
、

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
当
協
議
会
は
各
保
健
所
で
毎
年
一
般
婦
人
を

対
象
に
、
募
集
し
て
開
催
し
て
い
る
食
生
活
改

善
指
導
者
講
習
会
を
修
了
し
た
人
た
ち
に
よ
り

組
織
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
表
―
1
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
年
五
月
に
横
浜
市
食
生
活
等
改
善

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
は
結
成
さ
れ
た
が
、
各

保
便
所
に
お
け
る
食
生
活
等
改
善
グ
ル
ー
プ
は

す
で
に
昭
和
三
十
年
当
初
か
ら
作
ら
れ
各
々
の

地
区
で
活
動
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
全
国
的
な
組
織
と
し
て
は
全
国
栄
養
教
室

修
了
者
団
体
連
絡
協
議
会
が
あ
っ
て
、
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
三
九
団
体
（
三
八

県
一
市
）
が
″
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
于

で
″
を
合
回
葉
と
し
て
お
隣
り
さ
ん
、
お
向
い

表－10　仕事の内容 表－９　年代構成
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さ
ん
へ
と
食
生
活
の
改
善
を
通
じ
て
健
康
づ
く

り
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

　
今
年
度
の
活
動
目
標
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

目
的
　
横
浜
市
の
全
て
の
家
庭
で
、
子
供
は
賢

　
　
　
く
た
く
ま
し
く
育
ち
、
両
親
は
い
つ
ま

　
　
　
で
も
元
気
で
若
々
し
く
、
老
人
は
健
康

　
　
　
で
楽
し
い
老
後
を
す
ご
す
こ
と
を
目
的

　
　
　
と
し
ま
す
。

ス
ロ
ｌ
ガ
ン
　
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
手
で
」

活
動
目
標
　
(
田
)
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
調
和
を

　
　
　
　
　
　
基
本
と
す
る
健
康
増
進
活
動

　
　
　
　
　
(
関
)
成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
の
よ

　
　
　
　
　
　
い
食
習
慣
の
実
践
と
定
着

　
　
　
　
　
(
闘
)
貧
血
を
な
く
し
、
健
康
水
準
の

　
　
　
　
　
　
向
上

　
　
　
　
　
(
山
)
食
べ
も
の
を
大
切
に
、
上
手
な

表-12 食生活改善指導者講習会カリキュラム

　
　
　
　
　
　
活
用
を

　
　
　
　
(
５
)
活
動
記
録
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
以
上
に
ょ
り
地
区
組
織
活
動
を
推
進
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
会
員
の
年
齢
層
は
四
○
～
五
〇

歳
代
が
約
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　
地
区
組
織
を
目
指
し
た
唯
一
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
食
生
活
等
改
善
グ
ル
ー
プ

の
育
成
指
導
は
今
後
共
必
要
で
あ
り
、
老
齢
化

社
会
に
向
け
て
、
み
ん
な
が
元
気
で
長
生
き
で

き
る
よ
う
に
栄
養
・
運
動
、
休
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
っ
て
健
康
水
準
の
向
上
を
目
指
し
、
食
生

活
グ
ル
ー
プ
の
実
践
活
動
が
円
滑
に
推
進
で
き

る
よ
う
、
行
政
と
し
て
は
環
境
整
備
も
必
要
で

あ
ろ
う
。

外
食
産
業
一
兆
円
と
い
わ
れ
る
昨
今
、
外
食

表－13　給食施設における栄養士配置率　　昭和54年度

図一13　日本・米国の食事内容の比較

の
増
加
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
栄
養
改
善
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
集
団

給
食
施
設
は
、
〝
特
定
多
数
人
に
対
し
て

通
例
と
し
て
、
継
続
的
に
一
回
一
〇
〇
食

以
上
、
ま
た
は
一
日
二
五
〇
食
以
上
を
供

給
す
る
施
設
〟
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
他
の

給
食
施
設
と
は
一
回
五
〇
食
以
上
ま
た
は

一
日
一
〇
〇
食
以
上
の
食
事
を
供
給
す
る

施
設
で
あ
る
。
市
内
に
あ
る
給
食
施
設
は

数
多
く
あ
る
が
、
指
導
対
象
の
基
準
を
以

上
の
食
数
の
施
設
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
の
う
ち
、
栄
養
改
善
法

で
は
栄
養
士
の
設
置
が
努
力
規
定
の
た

め
、
栄
養
士
の
配
置
率
は
表
―
1
3
の
と
お

り
、
事
業
所
、
寮
、
児
童
福
祉
施
設
は
半

数
に
も
達
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
給
食
形

調査季報67 80. 931

集
団
給
食
施
設
指
導

六



こ
れ
か
ら
の
栄
養
改
善

態
は
直
営
、
準
直
営
、
委
託
、
単
一
給
食
、
複

数
給
食
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
給
食
等
で
非
常
に
複

雑
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
給
食
を
受
け
て
い
る
人
の
数
は
、
お

お
よ
そ
二
六
万
人
と
多
く
、
市
民
の
約
一
〇
％

に
あ
た
る
。

　
対
象
に
よ
っ
て
そ
の
目
的
は
異
な
る
が
、
集

団
給
食
の
第
一
の
目
的
が
喫
食
者
の
健
康
管
理

で
あ
り
、
適
正
な
給
食
に
よ
っ
て
労
働
効
率
等

の
向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も
一
層
お

い
し
く
質
の
よ
い
食
事
を
供
給
さ
れ
る
よ
う
、

給
食
管
理
者
や
調
理
従
事
者
に
対
す
る
研
修

会
、
研
究
会
、
巡
回
指
導
等
に
ょ
り
質
の
向
上

を
は
か
り
た
い
。

　
栄
養
状
態
の
改
善
に
よ
り
、
青
少
年
の
体
位

は
向
上
し
平
均
寿
命
は
著
し
く
延
長
し
た
。
そ

し
て
現
在
の
日
本
人
の
食
生
活
は
、
先
進
国
と

く
に
ア
メ
リ
カ
人
な
ど
の
食
生
活
に
比
べ
、
よ

り
理
想
に
近
い
食
生
活
と
い
わ
れ
て
い
る
（
図

―
1
3
）
。

　
し
か
し
最
近
は
、
動
物
性
脂
肪
や
た
ん
白
質

の
取
り
過
ぎ
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
過
剰
栄
養
、

偏
っ
た
栄
養
素
摂
取
そ
れ
に
運
動
不
足
な
ど
に

伴
い
肥
満
、
貧
血
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
心
疾

患
な
ど
の
成
人
病
な
ど
の
増
加
が
憂
慮
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
単
に
食
生
活
の
み
な
ら

ず
、
経
済
の
急
激
な
高
度
成
長
に
よ
る
〝
豊
か

さ
の
中
の
ひ
ず
み
〟
が
原
因
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
に
は
、
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、

各
人
が
日
常
生
活
に
お
い
て
、
栄
養
、
運
動
、

休
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
地
域
住
民
に
密
着
し
た
健
康
づ
く
り
を
積

極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
昨
今
住
民
の
健
康
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
非
常

に
高
く
、
栄
養
指
導
に
し
て
も
食
生
活
指
導
の

み
な
ら
ず
そ
の
背
景
で
あ
る
生
活
環
境
を
把
え

た
き
め
の
細
か
い
指
導
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
し

て
情
報
化
社
会
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
中
で
、

正
し
い
情
報
を
的
確
に
把
握
し
こ
れ
を
指
導
に

生
か
し
、
い
か
に
そ
の
気
を
お
こ
さ
せ
実
行
さ

せ
る
か
が
、
肝
心
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
今
後
と
も
保
健
所
は
地
域
健
康
管
理
体
制
の

中
心
機
関
と
し
て
、
公
衆
衛
生
活
動
の
進
展
と

健
康
づ
く
り
の
専
門
的
指
導
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
栄
養
も
単
な
る
食
事
だ
け
の
問
題
と
し
て

で
な
く
、
よ
り
よ
い
健
康
を
目
指
し
地
域
住
民

の
信
頼
に
応
え
得
べ
く
、
そ
の
役
を
果
た
す
よ

う
努
力
し
た
い
。

　
　
　
　
　
〈
衛
生
局
保
健
予
防
課
栄
養
士
〉

32
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